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家畜の様子がおかしいなと思ったら…

夜間・休日は転送されますので、必ず5回以上コールしてください
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セフキノム製剤は、慎重使用のより一層の徹底、
承認された用法・用量等の遵守の徹底を

✓第一次選択薬が無効な場合にのみセフキノム製剤の使用を検討する。

✓治療対象となる細菌の薬剤感受性試験を行い、セフキノム製剤に対す
る感受性を確認する。

✓承認された用法・用量や効能・効果に基づき、必要最小限の期間の投
与とする。

✓投与後一定期間内に治療効果を判定し、効果が見られない場合には、
獣医師の判断により使用する薬剤を変更する。

セフキノム製剤は特に人の医療上も極めて重要な第3世代セファロスポリン
の抗菌剤です。
薬剤耐性菌が選択されるリスクを低減させるため、より一層慎重使用を徹底
する必要があります。

・抗菌剤を家畜に使用することで選択された薬剤耐性菌が、食品を
介して人の健康に影響を与えるリスクを、食品安全委員会が評価
した結果、コリスチン製剤が「リスク中等度」と判断されました。
・これを受け、平成３０年４月より以下の措置が講じられます。

①「第一次選択薬が無効の場合の細菌性下痢症」にのみ使用
②用法・容量に「投薬開始後一定期間内に治療効果を確認し、効果
が見られない場合は獣医師の判断に基づき製剤の変更等を行うこ
と」と明記
③容器に、「第二次選択薬」であることを明記
④有効菌種より、緑膿菌を削除（細菌性下痢症の原因として妥当性
が確認できないため）

来年度より、コリスチン製剤の扱いが変わります！


